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鳥取県警察本部サイバー犯罪対策課

○ IPA「DX白書2021」を公開！

IPA（独立行政法人情報処理推進機構）は、日米企業におけるDX（デジタルトラン
スフォーメーション）の動向を解説した「DX白書2021」を公開しました。

これまで、IPAでは、2009年から「IT人材白書 、2017年から「AI白書」を発行」
し、IT人材や新技術の動向について情報発信していたところですが、昨今のDXの進展
を背景として、これらの要素を統合し、新たに「DX白書」を公開しました。

本書の最大の特徴として、日米企業の動向についての比較調査により、DXに関する
戦略・人材・技術についての現状や課題が考察されており、今後のビジネス戦略として
活用することが可能となっています。

また、調査結果以外にも、企業の事例紹介や有識者によるコラム、AI技術の解説や
国内、米国、欧州、中国におけるデジタル関連制度の政策などが収録されているほか、
要点をまとめた経営層のための「エグゼクティブサマリー」も同時公開されています。

IPAの公式サイトから無料でダウンロードすることが可能となっていますので、関心
のある方は、この機会に、ぜひ、ご活用下さい。

出典 IPA https://www.ipa.go.jp/ikc/publish/dx_hakusho.html

○ ファミリーマートをかたるフィッシングに注意！

フィッシング対策協議会は、大手コンビニチェーン「ファミリーマート」を装うフィ
ッシングが確認されているとして、注意を呼び掛けています。

フィッシングメールは、ファミリーマートをかたり、アカウントのサービス停止の原
因確認などを口実として偽サイトに誘導するもので、本文中に記載されているリンク先
のURL（ ）を押してしまうと、本物そっくりのフィッシンhttps://www.family.co.jp/
グサイトに誘導されてしまいます。フィッシングサイトは、ファミリーマートの公式サ
イトの画面をコピーして作成されており、現れたログイン画面から電話番号とパスワー
ドを入力させて、個人情報をだまし取る手口となっています。

フィッシングメールに記載されているリンク先のURLは、見た目では、ファミリー
マートの公式サイトと同じ正規のURLが表示されていますが、この表示には別のURL
が埋め込まれており、これを選択してしまうと、公式サイトとは全く異なる別のフィッ
シングサイトに誘導される仕掛けがされています。また、フィッシングサイトは、本物
のファミリーマートのロゴマークが使用され、色使いなども公式サイトそっくりとなっ
ていることから、一見しただけで偽物と見分けることは非常に困難です。

ファミリーマートに限らず、大手コンビニチェーンを装うフィッシングは、これまで
にも確認されており、今後も注意が必要です。メールやSMSのリンク先からのアクセ
スは行わず、また、偽サイトでの個人情報の入力は絶対に行わないで下さい。

出典 フィッシング対策協議会 https://www.antiphishing.jp/news/alert/familymart_20211015.html


